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台
風
の
接
近
に
よ
る
雨
の
中
、
水
原
道
子
先

生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ⅰ　

基
本
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

　

１　

挨
拶
を
し
ま
し
ょ
う

　

必
ず
患
者
さ
ん
よ
り
先
に
。
笑
顔
で
明
る
く
、

自
分
か
ら
！
挨
拶
以
外
に
天
気
の
こ
と
な
ど
プ

ラ
ス
α
を
忘
れ
ず
に
。
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ
て

い
る
人
は
、
患
者
さ
ん
の
方
向
に
座
り
な
お
す

こ
と
も
必
要
。

　

２　

言
葉
を
一
言
多
く
付
け
加
え
ま
し
ょ
う

～
目
を
見
て
・
笑
顔
で
・
心
を
向
け
て
～

　

雨
の
日
は
「
傘
を
お
持
ち
で
す
か
？
」
「
お
足

元
に
お
気
を
つ
け
て
」
等
。

　

３　

電
話
は
明
る
く
、
は
っ
き
り
話
し
ま
し
ょ

う
～
正
確
に
・
わ
か
り
や
す
く
・
謙
虚
に
～

　

少
し
高
め
の
声
を
出
す
と
明
る
く
聞
こ
え
る
。

場
所
の
問
い
合
わ
せ
に
は
医
院
で
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
り
わ
か
り
や
す
く
返
答
す
る
。
検
査
の
問

い
合
わ
せ
は
応
じ
る
と
ト
ラ
ブ
ル
の
元
で
あ
る

の
で
、
Ｄ
ｒ
に
代
わ
れ
な
い
な
ら
「
い
つ
で
も

お
越
し
く
だ
さ
い
ま
せ
」
と
一
言
付
け
足
す
こ

と
も
必
要
。

　

４　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
良
く
し
ま

し
ょ
う
～
確
実
に
・
す
べ
て
の
人
に
・
も
う
一

度
～

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
気
持
ち
の
繋
が

り
の
こ
と
で
相
手
の
癖
・
性
格
・
気
持
ち
・
状

況
を
知
る
こ
と
。
診
察
が
終
わ
っ
て
も
何
か
ぐ

ず
ぐ
ず
し
て
い
る
患
者
さ
ん
に
は
「
先
生
に
何

か
お
聞
き
し
ま
し
ょ
う
か
」
等
の
声
か
け
も
必

要
。
ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
（
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
失
礼
で
す
が
、
お

手
数
で
す
が
等
）
も
臨
機
応
変
に
使
用
す
る
。

　

Ⅱ　

ク
レ
ー
ム
対
応
の
基
本
を
考
え
て
み
ま

し
ょ
う

　

１　

ク
レ
ー
ム
の
原
因
は
？
～
な
ぜ
ク
レ
ー

ム
が
発
生
す
る
の
か
～

　

ク
レ
ー
ム
は
自
己
中
心
的
な
性
格
の
患
者
に

多
い
が
、
良
い
ク
レ
ー
ム
も
あ
り
、
医
院
へ
の

日
頃
の
診
察
で
役
に
立
つ

　
　
　
　
　
非
常
に
有
意
義
な
講
習

　

５
月
28
日
、
西
宮
市
勤
労
会
館
で
「
接
遇
の

基
本
と
ク
レ
ー
ム
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
職
員
接

遇
研
修
会
を
開
催
。
大
手
前
短
期
大
学
准
教
授

の
水
原
道
子
先
生
が
講
師
を
務
め
、
医
師
・
メ

デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
ら
61
人
が
参
加
し
た
。
司

会
を
務
め
た
安
岡
眞
奈
美
先
生
（
西
宮
市
・
安

岡
ク
リ
ニ
ッ
ク
）
の
感
想
文
を
掲
載
す
る
。

職
員
接
遇
研
修
会

改
善
点
を
提
示
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

対
応
の
原
則
は
、
人
・
場
所
・
時
を
変
え
る

（
３
変
の
原
則
）
で
必
ず
年
配
の
人
に
対
応
さ
せ
、

改
め
た
日
時
で
、
別
室
で
話
を
聞
く
こ
と
（
コ
ー

ヒ
ー
で
も
出
し
な
が
ら
）
。

　

Ｑ
）
「
○
○
様
」
「
○
○
さ
ん
」
、
ど
ち
ら
で
呼

び
出
し
た
方
が
良
い
か
。

　

Ａ
）
医
院
、
院
長
の
雰
囲
気
も
あ
る
が
、
現

段
階
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
圧
倒
的
に
「
○
○

さ
ん
」
が
多
い
。
元
医
師
や
、
美
術
教
授
、
弁

護
士
の
患
者
さ
ん
へ
は
、
退
官
さ
れ
て
も
「
○

○
先
生
」
で
呼
び
出
す
方
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
。

　

紙
面
の
関
係
で
ポ
イ
ン
ト
の
み
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
日
頃
の
診
察
で
ま
た
新
た
に

心
に
留
め
る
こ
と
も
思
い
起
こ
さ
れ
、
非
常
に

有
意
義
な
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
番
感
心
し
た
の
は
、
時
計
な
し
の
会
話
実

技
で
、
３
分
ぐ
ら
い
話
し
た
と
思
え
ば
、
実
は

た
っ
た
の
30
秒
で
し
た
！ 

次
の
カ
ル
テ
が
あ
り

忙
し
い
合
間
で
も
患
者
さ
ん
の
話
を
た
っ
た
30

秒
で
も
耳
を
傾
け
て
聞
く
こ
と
の
重
要
性
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
患
者
さ
ん
が
診
察
混
雑
時
に
あ
ま
り

長
い
脈
絡
と
続
く
話
を
し
た
ら
、
ト
ン
ト
ン
と

肩
を
た
た
き
な
が
ら
下
か
ら
覗
き
込
む
よ
う
に

「
ち
ょ
っ
と
混
ん
で
き
た
か
ら
ま
た
お
話
聞
か
せ

て
ね
」
と
優
し
く
切
り
上
げ
る
こ
と
も
必
要
。

　

水
原
先
生
は
保
険
医
協
会
で
頻
回
に
ご
講
演

さ
れ
て
い
ま
す
。
参
加
料
も
千
円
で
履
修
証
明

書
も
発
行
さ
れ
ま
す
。
当
院
ス
タ
ッ
フ
に
も
気

分
転
換
で
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、

貴
院
で
の
勉
強
会
に
も
お
と
り
い
れ
く
だ
さ
い
。

　

【
西
宮
市
・
安
岡
ク
リ
ニ
ッ
ク　

安
岡
眞
奈
美
】

講師の水原先生（右）と

　　　　　　司会を務めた安岡先生（左）

【日　時】　6月25日 ( 土 )18時～ 20時

【会　場】　西宮市民会館小会議室 302

【話題提供】　神戸女学院大学教授

　　　　　　　　　　石川 康宏　先生

【司　会】     西宮市・林田クリニック

　　　　　　　  
林田 英隆　先生

  ※お問い合わせは、事務局岡林・山田・伊藤　078-393-1803 まで

財政と医療制度の勉強会

�第 27回在宅医療研究会
  日  時  7月16日 (土 ) 15 時～ 17時半
　
  会  場  西宮神社会館２階「福・寿の間」
　 　　　   西宮市社家町 1-17　TEL0798-23-3311

  講演①  「在宅医療を支える調剤薬局の役割」
　　　　　  在宅療養支援薬局研究会理事 越川 法子 さん

　講演②  「当院における外来化学療法の実際」
　　　　　　県立西宮病院外科部長      辻江 正樹　先生

　　　　　　同外来化学療法室看護長補佐 渋谷 はるみ さん

医師・メディカルスタッフらが会場いっぱいに参加した



（２）２０１１年６月１５日（毎月３回５・１５・２５日発行）　　兵庫保険医新聞　　（昭和４３年６月１２日第三種郵便物認可）　号外（年間購読料 12,000 円）

　日　時 ：3月 19日 (土 ) 15 時～ 17時

　会　場 ：西宮市立勤労会館 8階会議室

　テーマ ：「医事紛争を避けるために」
　講　師 ：米田泰邦法律事務所

　　　　　　　弁護士　鵜飼 万貴子　先生

　司　会 ：西宮市・半田医院　半田 伸夫　先生

 　西宮 ･ 芦屋支部 第 31 回総会記念市民公開講演会

「ウミガメを学んで人間を知ろう!」
日　時 ：7月23日 ( 土 ) 14時 30分～16時

　　　　　総会議事 14 時～　講演会終了後懇親会

会　場 ：西宮市立勤労会館大ホール

講　師 ： 神戸市立須磨海浜水族園園長

　　　　　 亀崎 直樹 氏
入場料 ： 無料
　　　　　　　　　※どなたでもご参加いただけます。 スタッフや

　　　　　　　 
お子様連れでぜひご来場ください！

世
話
人
会
だ
よ
り

　

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
５
月
27
日
に
西
宮
医

療
会
館
で
世
話
人
会
を
開
催
。
４
人
が
参
加

し
た
。

【
報
告
】

①
審
査
対
策
研
究
会
（
５
・
21
）

②
国
会
議
員
と
の
医
療
制
度
の
勉
強
会
（
５
・

21
）

【
予
定
・
企
画
】

①
第
９
回
胸
部
Ｘ-

Ｐ
読
影
会
（
５
・
27
）

②
職
員
接
遇
研
修
会
（
５
・
28
）

③
第
26
回
漢
方
研
究
会
（
６
・
４
）

④
財
政
と
医
療
制
度
の
勉
強
会
（
６
・
25
）

⑤
英
語
で
診
療
＃
30
（
７
・
15
）

⑥
第
27
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
７
・
16
）

⑦
第
31
回
支
部
総
会
（
７
・
23
）

⑧
健
康
と
医
療
に
つ
い
て
語
り
合
う
会
（
７
・

28
）

⑨
第
17
回
医
療
過
誤
訴
訟
セ
ミ
ナ
ー
（
８
・

27
）

⑩
支
部
設
立
30
周
年
企
画
（
10
・
22
）

⑪
第
28
回
在
宅
医
療
研
究
会
（
11
・
26
）

⑫
支
部
納
涼
会

兵庫県保険医協会 評議員・予備評議員（医科）選挙の告示
　　　　　　　　　　　                          

理事長　池内　春樹

 協会規約第 12 条の２及び ( 細則 ) 協会役員等の選出規定の第３条の２および第９条の１に

より、評議員・予備評議員（医科）選挙の告示を行います。

【役職と定数】　　評議員　５名、予備評議員　10 名

　兵庫県保険医協会規約　第 18 条

　「評議員は、各支部または歯科部会を代表し、会員の意見を評議員会に反映するとともに、

本会の方針に沿い、各支部または歯科部会の活動の中心となる。予備評議員は、評議員を補

佐するとともに、評議員会に評議員欠席の際には評議員として出席する。」

【任期】　２年

【改選日時】　７月 23 日 ( 土 ) 午後２時　於：西宮芦屋支部第 31 回総会／西宮市勤労会館

【立候補日時締切】　７月 16 日 ( 土 ) 正午

【立候補届出の方法】

　立候補希望者・推薦希望者（医科）は、協会事務局までお申し出ください。用紙をお届け

します。「立候補届」「推薦届」に必要事項を記入の上、事務局へ持参または郵送ください。

　なお、歯科については歯科部会で選出します。

    
兵庫県保険医協会 西宮・芦屋支部役員選挙の告示

　　　　　　　　　　　　　                    
支部長　大森　公一

（細則）協会役員等の選出規定の第３条の３および第９条の２により、西宮・芦屋支部役員

選挙の告示を行います。

【役職と定数】　支部長　１名、副支部長　若干名、幹事　若干名

【任期】　２年

【改選日時】　７月 23 日 ( 土 ) 午後２時　於：西宮芦屋支部第 31 回総会／西宮市勤労会館

【立候補日時締切】　７月 16 日 ( 土 ) 正午

【立候補届出の方法】

　立候補希望者・推薦希望者（医科）は、協会事務局までお申し出ください。用紙をお届け

します。「立候補届」「推薦届」に必要事項を記入の上、事務局へ持参または郵送ください。

※
世
話
人
会
の
日
程
は
毎
月
第
４
金
曜

日
で
す
。
支
部
に
つ
い
て
の
ご
意
見
や

企
画
案
な
ど
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

レ
セ
プ
ト
電
子
送
信
時
代
の

　
　
　
　
　
　
　
審
査
対
策
を
学
ぶ

支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
の
現
状
と
問
題
点

講師を務める南氏

　

西
宮･

芦
屋
支
部
は
５
月
21
日
、
西
宮
市
民

会
館
で
「
支
払
基
金
に
お
け
る
審
査
の
現
状
と

問
題
点
～
『
レ
セ
プ
ト
電
子
送
信
』
時
代
の
審

査
対
策
と
震
災
被
災
者
医
療
の
留
意
点
～
」
を

テ
ー
マ
に
、
審
査
対
策
勉
強
会
を
開
催
。
講
師

を
全
基
労
の
前
中
央
執
行
委
員
長
・
南
鉄
雄
氏
、

司
会
を
岩
下
敬
正
先
生
（
西
宮
市
・
岩
下
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
）
が
務
め
、
医
科
・
歯
科
の
会
員

や
ス
タ
ッ
フ
ら
23
人
が
参
加
し
た
。

　

講
演
で
は
、
行
政
刷
新
会
議
の
事
業
仕
分
け

に
よ
っ
て
、
支
払
基
金
は
国
保
連
合
会
と
の｢

競
争｣

や
「
審
査
査
定
と
事
務
費
手
数
料
と
の

連
動
」
が
強
化
さ
れ
る
状
況
か
ら
、｢

レ
セ
プ

ト
電
子
送
信｣

時
代
の
審
査
を
と
り
ま
く
動
き

が
詳
し
く
述
べ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
支
払
基
金
で
は
顧
客
＝
保
険
者
の｢

満

足
度｣

を
高
め
る
こ
と
を
第
一
の
目
標
に
、
レ
セ

プ
ト
電
子
化
の
普
及
に
対
応
で
き
る
新
た
な
審
査

体
制
、
審
査
委
員
会
の
機
能
強
化
の
方
策
を
確
立

し
て
い
る
こ
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
シ
ス
テ
ム

チ
ェ
ッ
ク
で
は
、
医
療
機
関
ご
と
の
診
療
行
為
・

医
薬
品
・
傷
病
名
・
特
定
材
料
な
ど
が
個
別
に
抽

出
可
能
と
な
る
こ
と
、
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
っ
て
遅
れ
て
い
る
が
、
「
査
定
点
数
割
合
の
引
き

上
げ
目
標
」
に
基
づ
い
て
、
「
突
合
審
査
」(

患
者

単
位
で
調
剤
レ
セ
と
照
合)

、｢

縦
覧
審
査｣

(

同

一
患
者
の
過
去
６
カ
月
程
度
の
診
療
を
並
べ
て
照

合)

を
、
数
値
目
標
を
定
め
て
実
施
し
よ
う
と
し

て
い
る
こ
と
な
ど
が
解
説
さ
れ
た
。

　

会
場
か
ら
は
、
「
傷
病
名
は
Ｉ
Ｃ
Ｄ-
10
し
か
受

け
付
け
ら
れ
な
く
な
る
の
か
」
「
症
状
詳
記
は
考
慮

さ
れ
る
の
か
」
「
手
書
き
レ
セ
プ
ト
で
不
利
に
扱
わ

れ
る
こ
と
は
な
い
か
」
な
ど
、
率
直
な
質
問
が
多

数
寄
せ
ら
れ
、
南
氏
は
、「
突
合
や
縦
覧
の
審
査
は
、

ど
の
病
名
に
よ
る
診
察
・
投
薬
・
検
査
・
処
置
で

あ
る
か
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
提

出
前
に
は
ぜ
ひ
と
も
院
長
の
点
検
が
必
要
」
と
強

調
し
た
。


